
                                  

移住・定住促進に係る首都圏等への転出者・転入者を対象としたアンケート調 

査結果（平成29年度実施）について 

 

１ 調査概要 

若年層（概ね18～40歳）の一都三県（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県）及び宮城県

からの転出入者に対し，アンケート調査（郵送とウエブ回答を併用）を実施。 

・調査期間：平成30年2月16日～3月15日 

・対象者  転出者 2,009人（約 5,000世帯から抽出） 

       転入者 1,000人（約 3,000世帯から抽出） 

 ※転出入の期間 平成 28年１月１日から平成 29年９月 30日まで 

 

２ 回答の状況 

 ・回答者数 転出者 530人 

       転入者 306人 

 ・回答率  転出者 29.1%（母数から配達不能の 188件を除く。） 

       転入者 31.3%（母数から配達不能の 20件を除く。） 

 ・標本誤差率  転出者 ±4.04%（母比率 50%で信頼度が 95%の場合） 

 ±2.41%（母比率 10%で信頼度が 95%の場合） 

         転入者 ±5.31%（母比率 50%で信頼度が 95%の場合） 

             ±3.18%（母比率 10%で信頼度が 95%の場合） 

 

３ 調査結果（要旨）  

＜転出者向け＞ 

 ・実家の所在として，「盛岡市に実家がある」が約５割となっている。 

 ・転出した理由として，「市外に希望する進学先や就職先があったから」が約５割，続い

て「転勤」（家族の転勤を含む。）が約４割となっている。 

 ・ＵＩターンの希望として，「戻りたい」が約４割，「分からない」が約３割となってい

る。 

 ・戻りたい時期として，「３年以内」が約２割，「時期が決まっていない」が約６割とな

っている。 

 ・戻る機会として，「転職先が見つかった時」が約２割，「時期にかかわらずタイミング」

が約５割となっている。 

・戻りたい理由として，「盛岡に愛着があるから」が約８割，続いて，「実家があるから」

が約６割，「友人・知り合いがいるから」が約４割となっている。 

・戻るための準備として，「特に何もしていない」が約８割となっている。 

 ・盛岡と関わりを持ちたいと思っていた人の割合は約８割となっている。 

 ・ＵＩターンの課題や不安として，「仕事の確保」が約７割，「収入が減る」が約５割，

「遊ぶ場所がない」や「車などの移動手段の確保」がそれぞれ約３割となっている。 

 ・行政支援として，「職業の支援・就業斡旋」や「企業誘致など働く場の確保」が約５割，

「就職などの活動経費の負担軽減」や「医療，子育て，介護などの支援」が約３割，「UI

ターンに関する総合的な情報提供，窓口設置」，「日々の移動手段に関する支援」，「住

宅探しの支援」，「首都圏などでの相談会」が約２割となっている。 

 ・市外に在住したままでの盛岡の関わりについて，「関わりを持ちたい」が約８割となっ
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ている。 

 ・具体的な関わりについて，「知人に合うため」や「帰省」が約６割，「盛岡の特産品」

が約５割となっている。 

 ・盛岡との係を持つための行政支援として，「首都圏などの盛岡とつながりのあるお店や

場所に関する情報発信」が約５割，「盛岡に関するイベントの市外開催」，「ふるさと

納税の返礼品の充実」や「転出後も盛岡に関する情報を届けられる仕組みを作る」が約

３割となっている。 

 

＜転入者向け＞ 

 ・実家の所在として，「盛岡市に実家がある」が約３割となっている。 

 ・過去の居住経験として，「ない」が約６割となっている。 

 ・転入の理由として，「転勤」（家族の転勤を含む。）が約５割，「実家に戻るため」が

約２割となっている。 

 ・将来の居住について，「住み続けたい」が約４割，「住み続けたくない」，「転勤で転

出することが決まっている」がそれぞれ約２割となっている。 

 ・「住み続けたくない」理由として，「生活環境が不便だから」が約６割，「実家が盛岡

市外にあるから」や「ほかに住みたい地域があるから」が約４割となっている。 

 ・転入の際の課題や不安として，「気候の違い」が約５割，「遊ぶ場所がない」，「車な

どの移動手段の確保」，「友人や知り合いが少ない」が約４割となっている。 

 ・行政支援として，「職業の支援・就業斡旋」や「企業誘致など働く場の確保」，「医療，

子育て，介護などの支援」が約４割，「UI ターンに関する総合的な情報提供，窓口設

置」，「日々の移動手段に関する支援」が約３割となっている。 

 ・市外に在住したままでの盛岡の関わりについて，「関わりを持ちたい」が約４割となっ

ている。 

 ・具体的な関わりについて，「知人に合うため」や「帰省」が約５割，「盛岡の特産品」

が約４割となっている。 

 ・盛岡との係を持つための行政支援として，「首都圏などの盛岡とつながりのあるお店や

場所に関する情報発信」が約５割，「盛岡に関するイベントの市外開催」が約４割，「お

祭りなどに参加する機会を作る」が約３割となっている。 

 

 

【問い合わせ先】 

盛岡市市長公室企画調整課都市戦略室  

電話 019-613-8370   メールアドレス toshisen@city.morioka.iwate.jp 


